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  (百万円未満切捨て)

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 302,021 14.8 14,725 11.6 18,177 55.1 △35,244 － 

26年３月期第２四半期 262,988 31.6 13,197 54.2 11,718 44.0 769 △83.4 
 
（注）包括利益 27年３月期第２四半期 △31,379 百万円 （－％）   26年３月期第２四半期 8,121 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 △423.81 － 

26年３月期第２四半期 9.25 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第２四半期 461,348 144,132 30.9 1,715.60 

26年３月期 446,745 176,888 39.3 2,108.73 
 
（参考）自己資本 27年３月期第２四半期 142,671 百万円   26年３月期 175,364 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00 

27年３月期 － 0.00       

27年３月期（予想）     － － － 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 有    

現時点では期末配当予想額は未定であります。 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 600,000 7.7 28,000 6.6 31,500 22.8 △25,000 － △300.62 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期２Ｑ 83,161,700 株 26年３月期 83,161,700 株 

②  期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 398 株 26年３月期 398 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 83,161,302 株 26年３月期２Ｑ 83,161,344 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示 

時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想は、発表日現在入手可能な情報、仮定並びに判断に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の経営 

環境の変化などにより予想数値と異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では金融緩和の縮小による影響が懸念されるものの、景気

回復基調が継続しましたが、欧州ではウクライナ情勢等の不安要素から景気回復が遅れ、また、中国やその他新興

国でも、総じて景気の減速傾向が見え始めました。また、日本経済は、消費税増税前の駆け込み需要の反動や円高

是正効果の一巡を受け、一部で弱い動きとなっています。

 自動車産業におきましては、米国での自動車生産、販売が好調を維持した他、中国でも弱含みながらも堅調に推

移しました。一方、ブラジル、タイなど一部新興諸国での自動車生産、販売は減少傾向となりました。また、日本

では自動車の生産、販売とも前年同期比でやや減少しました。

 このような状況下、当企業グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、為替の影響もあり全地域で増収と

なり3,020億21百万円（前年同期比14.8%増）となりました。また、利益につきましては、米州、アジアでの増益が

寄与し、営業利益は147億25百万円（前年同期比11.6%増）となりました。経常利益は円安による為替差益が貢献

し、181億77百万円（前年同期比55.1%増）となりました。一方、エアバックに対する客先の市場回収措置に伴い、

製品保証引当金繰入額を特別損失として追加計上した結果、四半期純利益（損失）は352億44百万円の純損失（前

年同期は7億69百万円の純利益）となりました。

 

セグメント別の業績に関しましては、以下の通りであります。 

 ①    日本 

 日本におきましては、国内自動車生産、販売とも消費税増税前の駆け込み受注残の影響で増加した一方で、輸

出向け生産の海外移管が進んだ結果、全体としては生産、販売とも前年同期比でやや減少しましたが、当社売上

高は578億91百万円と前年同期比9.6%の増収となりました。一方、営業利益は主に円安による輸入原材料費高の

影響で37億97百万円と前年同期比ほぼ横ばい（0.9%の減益）となりました。 

 

 ②    米州 

 米州におきましては、ブラジルで自動車生産が低迷したものの、米国では堅調な経済情勢下、米系自動車メー

カーを中心に自動車生産、販売とも好調に推移しました。その結果、当社売上高は1,370億45百万円と前年同期

比16.1%の増収になりました。また、営業利益も主に米国での増収による増益が貢献して、32億78百万円と前年

同期比76.5％の増益になりました。 

 

 ③    欧州 

 欧州におきましては、全体として景気回復が遅れているため、自動車の販売はドイツでは増加したものの、そ

の他の国では低迷が継続しました。当社売上高はドイツ系自動車メーカー向け売上が好調であったことから、

849億11百万円と前年同期比16.5%の増収になりました。また営業利益も増収による増益で、10億10百万円と前年

同期比22.7%の増益になりました。 

 

 ④    アジア 

 アジアにおきましては、タイを除くほぼ全域で自動車生産が増加しました。当社販売も中国、韓国、インド、

インドネシアそれぞれで増加した結果、売上高は754億28百万円と前年同期比13.4%の増収になりました。また営

業利益も中国での増益が貢献し、70億44百万円と前年同期比7.2%の増益になりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前期末と比べ146億２百万円増加し4,613億48百万円となりました。

これは主に、現金及び預金が減少したものの、受取手形及び売掛金、たな卸資産及び有形固定資産が増加した影

響であります。

 負債につきましては、前期末と比べ473億58百万円増加し3,172億15百万円となりました。これは主に、製品保

証引当金が増加した影響であります。

 純資産につきましては、前期末と比べ327億55百万円減少し1,441億32百万円となりました。これは主に、四半

期純損失352億44百万円を計上した影響であります。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 下半期における事業環境は、米国市場は好調に推移、中国市場も弱含みながら堅調に推移するなど、主要市場で

上半期と同様の状況が続き、当社売上は全体として堅調に推移することを見込んでおります。このような状況下、

主に上半期業績の反映により、平成27年３月期連結業績予想を修正しております。

 なお、第３四半期以降の為替レートは1米ドル＝105円、1ユーロ＝135円を前提としております。

 

 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の

決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支

払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 これに伴う当第２四半期連結累計期間の期首の利益剰余金及び当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 103,099 83,336 

受取手形及び売掛金 109,684 114,930 

有価証券 5,106 6,090 

たな卸資産 59,216 70,974 

その他 36,332 45,656 

貸倒引当金 △3,579 △4,391 

流動資産合計 309,860 316,596 

固定資産    

有形固定資産 93,583 101,124 

無形固定資産 5,515 5,142 

投資その他の資産 37,786 38,485 

固定資産合計 136,885 144,752 

資産合計 446,745 461,348 

負債の部    

流動負債    

買掛金 55,112 56,467 

短期借入金 15,701 20,046 

コマーシャル・ペーパー 2,000 2,000 

1年内返済予定の長期借入金 7,783 7,096 

未払法人税等 5,984 4,041 

製品保証引当金 46,253 92,189 

その他 39,155 39,739 

流動負債合計 171,991 221,580 

固定負債    

社債 30,000 30,000 

長期借入金 35,477 30,412 

繰延税金負債 15,245 17,685 

役員退職慰労引当金 549 566 

退職給付に係る負債 12,662 12,643 

その他 3,930 4,327 

固定負債合計 97,865 95,635 

負債合計 269,857 317,215 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 41,862 41,862 

資本剰余金 42,328 42,328 

利益剰余金 98,313 61,821 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 182,502 146,010 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,400 7,124 

繰延ヘッジ損益 193 786 

為替換算調整勘定 △11,218 △8,812 

退職給付に係る調整累計額 △2,513 △2,437 

その他の包括利益累計額合計 △7,138 △3,339 

少数株主持分 1,524 1,461 

純資産合計 176,888 144,132 

負債純資産合計 446,745 461,348 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 262,988 302,021 

売上原価 220,332 253,374 

売上総利益 42,655 48,646 

販売費及び一般管理費 29,457 33,921 

営業利益 13,197 14,725 

営業外収益    

受取利息 376 310 

受取配当金 512 180 

特別退職金減額益 545 － 

為替差益 － 3,803 

その他 298 183 

営業外収益合計 1,732 4,478 

営業外費用    

支払利息 427 582 

為替差損 2,508 － 

その他 276 443 

営業外費用合計 3,211 1,025 

経常利益 11,718 18,177 

特別損失    

製品保証引当金繰入額 － 47,626 

和解金 － 2,314 

米国反トラスト法関連損失 7,013 － 

特別損失合計 7,013 49,941 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
4,705 △31,763 

法人税等 4,041 3,492 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
663 △35,255 

少数株主損失（△） △105 △11 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 769 △35,244 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
663 △35,255 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,123 724 

繰延ヘッジ損益 230 592 

為替換算調整勘定 6,231 2,483 

退職給付に係る調整額 － 75 

在外子会社の年金債務調整額 △126 － 

その他の包括利益合計 7,457 3,876 

四半期包括利益 8,121 △31,379 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 8,228 △31,445 

少数株主に係る四半期包括利益 △106 65 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
4,705 △31,763 

減価償却費 8,561 8,904 

和解金 － 2,314 

製品保証引当金の増減額（△は減少） △983 40,907 

受取利息及び受取配当金 △888 △491 

支払利息 427 582 

売上債権の増減額（△は増加） △10,727 △1,629 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,590 △10,326 

仕入債務の増減額（△は減少） 5,459 △507 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △4,718 △6,071 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 9,362 1,225 

その他の固定負債の増減額（△は減少） △29 △447 

その他 2,425 2,490 

小計 12,003 5,188 

利息及び配当金の受取額 888 491 

利息の支払額 △466 △536 

和解金の支払額 － △2,314 

法人税等の支払額 △3,937 △5,838 

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,487 △3,010 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △7,046 △14,427 

有形固定資産の売却による収入 199 197 

無形固定資産の取得による支出 △256 △403 

その他 2,702 △384 

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,401 △15,018 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,138 4,434 

長期借入れによる収入 934 － 

長期借入金の返済による支出 △6,792 △5,536 

配当金の支払額 △1,247 △1,247 

その他 △18 △128 

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,261 △2,479 

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,112 1,645 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,063 △18,861 

現金及び現金同等物の期首残高 87,491 105,356 

現金及び現金同等物の四半期末残高 85,428 86,494 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  日本 米州 欧州 アジア 計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高              

(1）外部顧客への売上高 33,443 109,992 68,786 50,765 262,988 － 262,988 

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
19,381 8,042 4,090 15,725 47,239 △47,239 － 

計 52,825 118,034 72,877 66,490 310,228 △47,239 262,988 

セグメント利益 3,833 1,857 823 6,574 13,089 108 13,197 

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額108百万円には、セグメント間取引消去144百万円、及びのれん償却

△36百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  日本 米州 欧州 アジア 計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高              

(1）外部顧客への売上高 37,013 128,103 78,550 58,354 302,021 － 302,021 

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
20,878 8,942 6,361 17,074 53,256 △53,256 － 

計 57,891 137,045 84,911 75,428 355,277 △53,256 302,021 

セグメント利益 3,797 3,278 1,010 7,044 15,131 △405 14,725 

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額△405百万円には、セグメント間取引消去△369百万円、及びのれん

償却△36百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

偶発債務

１．当社の米国子会社が過去に製造したエアバック製品の一部の不具合に関連して、客先が市場回収処置の届出を

行ったことを受け、当社は現時点で合理的な見積りが可能な範囲において、製品保証引当金を見積り計上してお

ります。見積り計上した金額以上の負担の有無及びその金額を現時点で予測することはできませんが、現在当社

は客先と調査中であり、今後の展開によっては、当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに影響を及

ぼす可能性があります。また、当該市場回収処置に関連して、米国において損害賠償請求を受けておりますが、

現時点では損害賠償等の発生可能性及びその金額を合理的に見積ることは困難であります。 

 

２．当社は米国司法省との間で合意された米国反トラスト法違反に関連した罰金を、平成26年３月期に特別損失と

して計上しております。これらに関連した損害賠償請求について、現時点では損害賠償等の発生可能性及びその

金額を合理的に見積ることは困難であります。 
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